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研究成果の概要（和文）：畑のある冒険遊び場で子どもの「遊力」と「農力」を育むために本研究では以下の内容を実
施・検討した。
①「遊力」と「農力」をともに育むための冒険遊び場と栽培畑の適切なレイアウト、②「遊力」と「農力」を適切に評
価するためのものさしづくり、③「遊力」と「農力」を育むまちづくり、④草を曲げる・倒す技から「遊力」と「農力
」を考える、⑤地域づくりと農作業学－みんなで一緒に、が合言葉－

研究成果の概要（英文）：The cultivated fields were opened in among some adventure playgrounds, it was 
investigated to foster play and farming force for children.
1.Adventure playground and cultivation fields were properly layout.　2.The play forces and the power to 
grow the crop for children were properly evaluated.　3.Community development to foster play and farming 
force was considered.　4.To foster play and farming force has been discussed from the technology to bend 
and defeat the weed.　5.Regional development with Children and farming are important to conduct together 
with everyone.

研究分野： 食農教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)『子どもの頃の体験は、その後の人生に影
響する！？』 
子どもの頃に「自然体験」や「友だちとの遊
び」などの体験が豊富な人ほど、もっと深く
学んでみたいという意欲・関心、社会や人の
ためになる仕事をしたい、という職業意識な
どが高くなる傾向がみられる（独立行政法人
国立青少年教育振興機構 2010）。つまり、“外
での遊び”は子どもの育ちにとって大変大切
なものであることがわかる。 
 
(2)『外で群れて遊ぶことで、子どもの中にあ
る自ら育つ力を引き出す』 
子どもは群れて遊ぶことで、様々なことを自
ら考え、自ら学び、自ら育つことを身につけ
る。子どもが抱えている問題が比較的小さい
場合は、遊び込むことで、子どもの心の中、
体の中で抱えている問題を自ら解決し、自然
と昇華させることができる（日本冒険遊び場
づくり協会 2009）。 
 
(3)『現在の食農教育・農業体験活動は楽しい
か？』 
近年、子どもたちを対象とした食農教育や農
業体験活動が盛んに行われるようになった
が、楽しくなければ子どもは心と体で感じる
ことはできず、見向きもしない。このことを
申請者は、15 年ほど前から、近隣の幼稚園や
小学校で食農教育や農業体験活動を行う中
で強く実感してきた。 
 
(4)『子どもの居場所づくり（教育学分野）と
食農体験活動（農学分野）のコラボレーショ
ン』 
子どもの食農教育・体験の重要性が声高に言
われるようになったものの、実際の学校園は、
校庭の隅や正門から離れた利用しにくい場
所に配置され、児童の日常生活での遊びの動
線上には存在しない場合が多い。また、子ど
もの体力低下が問題視される中で、「外遊び」
もようやく注目されるようになったが、「外
遊び」はあくまでも体育で、食農教育は生活
科や理科、総合的学習の時間でそれぞれ扱わ
れるため、両者を融合させるような発想は今
まで見出せていない。普段の遊び場の中に畑
を配す今回の試みにより、日常生活の遊び中
で当たり前に農作物と触れ合うきっかけが
生まれるものと期待する。 
 
(5) 『畑での収穫物は、農作物の収穫だけで
はない』 
従来の農学分野の研究は、高品質の農作物を
多量に効率よく生産するためのものがほと
んどである。最近は、有機農業をはじめとし
た持続的農業に注目される中、農業・農作業
の持つ多面的効果が研究対象にのぼるケー
スも見られるが、とくに、農業の教育分野に
関しては副次的なものが多く、本研究のよう
に「畑活動では子どもの笑顔が収穫物」とい

った積極的に発想は皆無である。 
 
２．研究の目的 
(1)子どもたちには、自然の力を体で受け止め
ながら、自ら育つ「力」がある。土いじりや
遊びを通して、自然やモノに働きかけ、感得
する力を「遊力」とし、作物や家畜を育てる
中で、いのちの大切さを感じ、自分も育てら
れる力を「農力」とした（ともに造語）。遊
びの中に食べものをつくる行為を自然に配
す場を設定することで、「遊力」と「農力」
は相乗効果があることがわかり、地域の中で
の暖かな持続的な子どもの居場所として機
能していくものと考える。 
 
(2)今回は、子どもたちの「遊力」と「農力」
を育むために、①適切なフィールドとして
「畑のある冒険遊び場」をまず設置し、つぎ
に、②大人の私たちが、どのように関わって
いくことが、子どもたちの「遊力」と「農力」
を豊かに引き出すことができるのか評価す
るためのものさしをつくり、さらに、③地域
全体で持続的な教育と農業を推進していく
ためのまちづくりのあり方について考える
ことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)『「遊力」と「農力」をともに育むための
冒険遊び場と栽培畑の適切なレイアウト』 
大学近隣に計 8カ所の遊び場を設置し、その
中に畑を整備する。その際、アクセスの多様
性、空間の多様性、時間の多様性、作物・品
種の多様性に留意する。調査は主に参加観察
法を用い、適宜、身体活動量や幼児が描いた
絵の分析、そして担任・保護者など第三者か
らのインタビューを行った。 
 
(2)『「遊力」と「農力」を適切に評価するた
めのものさしづくり』 
幼児から児童を対象とし、松江市内の複数の
幼稚園、小学校、島根大学公開講座及びプレ
ーパーク（冒険遊び場）で外遊びと農作業体
験の参与観察を行った。各調査対象場所でフ
ィールドノーツの記録、インタビュー及びア
ンケートを実施し、身体活動量の計測を行っ
た。 
 
(3)『「遊力」と「農力」を育むまちづくり』 
コメ・ダイズ・微生物に関する学術調査を取
り入れた農作業・自然体験活動を長江米エコ
栽培グループとともに行った。グループの生
産者 20 名および活動に参加した消費者 107
名を対象として学術調査の感想や活動の問
題点等について聞き取り・アンケート調査を
行った。得られた質的データはテキストマイ
ニングツール(KH Coder)を用いて、量的デー
タは SPSS を用いてそれぞれ分析した。 
 
４．研究成果 
(1)『「遊力」と「農力」をともに育むため



の冒険遊び場と栽培畑の適切なレイアウ
ト』 
①研究計画に示した８つの候補地の内、すべ
ての場所で遊び場を設置し、そのうち５カ所
（島根大学附属幼稚園、川津幼稚園、島根大 
学松江キャンパス、島根大学本庄農場、持田
公民館）に畑を作ることができた。 
②遊び場内に畑を整備した際に以下４点に
留意した。 
□アクセスの多様性：「畑に行こう！」と気
負わなくても、遊びの動線の中に上手に畑を
配置し、自然に畑の中で過ごせるように工夫 
した。 
□空間の多様性：単作ではなく、数種類の作
物を混作・間作栽培できた。 
□時間の多様性：連作ではなく、輪作を基本
とした。 
□作物・品種の多様性：多くの作物・品種を
取り入れ、在来種も導入した。 
③幼児が「遊力」を育む中で五感を使って楽
しく「農力」を感じられるような活動を促す
ため、遊びで使用した竹を一部チップ状にし
てカブトムシ幼虫の棲み処や餌に利用し、さ
らに幼虫の糞を園庭の畑に投入し、その作物
を収穫して食べるといった食農教育活動を
実施した。その結果、戸外での自然物を使っ
た遊びは身体活動量を高め、五感への働きか
けを促し、園庭での遊びの幅が広がった。幼
虫観察活動をした際に幼児の自発的な発見
を取り上げ、全体に投げかけたところ、幼児
は様々な虫を発見し集中力が持続すること
が分かった。その活動後幼児が描いた絵の構
成要素は質・量ともに豊かになる結果にも表
れた(表１)。 
 

表１ 幼虫観察活動後に描いた絵におけ
る構成要素の出現頻度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幼児が全体としての大きな「循環」を理解す
るのは難しいが、「遊んだ竹がカブトムシの
家になる」「幼虫の糞が作物の栄養になる」
など一つ一つの繋がりは理解していること
が分かった。幼児が自然に親しみ触れ合う中
で、物質・生命の循環をより身近なものとし
て捉え、様々な事象に興味や関心を持つ様子
が伺えた。 
④小学校高学年の児童は，「竹で遊ぶ」→「遊
びで使用した竹の一部がカブトムシ幼虫の
餌になる」→「カブトムシ幼虫の糞を畑に投
入し，作物の肥料に活用する」→「収穫した
ものを美味しく食べる」の一連の活動の流
れ・意義を概ね理解していることが明らかに
なった（表２）。 
 
(2)『「遊力」と「農力」を適切に評価するた
めのものさしづくり』 
①各活動で身体活動量を計測すると、野外で
の遊びである竹のアスレチックは5.0METsで
最も値が高く、最も低かったのはサツマイモ
苗の植え付けで安静時と同程度の0.8METsで
あった。 
②アンケートの結果、活動中の子どもの身体
活動と「楽しい」という感情との間に中位の
正の相関が認められ（r=0.557）、特に竹のア
スレチックでは有意に正の相関が認められ
た（r=0.438,p<0.05）。 
③サツマイモ畑の除草作業中、数種のイネ科
の雑草が混在していることに気付いた児童
らに誰が多くメヒシバを集めることができ
るか、オヒシバを見つけることができるか競
争することを提案した。その結果、雑草の見
分けがつくようになり好奇心が刺激され、子
どもが楽しみながら除草作業を行ったこと
で身体活動が促された事例が観察された（図
１）。また、ブルーベリーの収穫作業では摘
み取り体験を複数回経験したことで作業に
自信が付き、前日よりも翌日に身体活動が増
加した事例が観察された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ サツマイモ畑での除草作業時
の身体活動量の変化 

 
(3)『「遊力」と「農力」を育むまちづくり』 
①学術調査の感想より、農作業・自然体験活
動（冒険遊びを含む）に学術調査を取り入れ
ることは、生産者にとって新たなことを学ぶ



機会になり、西長江の持つ価値を改めて実感
できたことがわかった。また、学術調査によ
る知識や技術の向上から調査の意義を感じ、
消費者との交流で会話のきっかけが生まれ
る等の効果も見出された。 
②生産者が感じる活動の問題点として、A 担
い手不足、B参加者減、C外部依存、D交流停
滞が抽出された。A 担い手不足では、学術調
査により、漠然としていた西長江の特色が明
確になり、メンバー自身のやる気の向上や若
年層の関心を高める効果が期待された。B 参
加者減では、マンネリ化傾向にあった活動に
学術調査を取り入れることで、西長江の地域
資源を再認識でき、それを広報することが参
加者増加につながる可能性が得られた。C 外
部依存では、学術調査の認識度が高いメンバ
ーは行政等の外部への依存度が低く、自らの
力で活動を良くしようとする傾向が強いこ
とがわかった。D 交流停滞では、学術調査を
通じて学ぶ場をつくることで驚きや感動を
共有し、交流のしやすい環境に改善できると
考えられた。 
③今年度の活動に参加した親子の多くは、他
出家族(他郷に他出している子・孫等)からの
呼びかけが参加のきっかけとなっており、他
出家族の存在が参加者の増加につながって
いた。また、メンバーの身内でもある他出家
族は、高齢化にある長江米エコ栽培グループ
の次世代として期待されるだけでなく、消費
者の視点も持つことからから、参加者が求め
る活動の手がかりをメンバーに寄与するこ
とができると考えられた。 
 
(4)『草を曲げる・倒す技から「遊力」と「農
力」を考える』 
①「曲げる・倒す」技の実際：自身で開設し
た複数の「畑のある冒険遊び場」に実際に自
生するイネ科雑草のうち，大形のオニウシノ
ケグサやイヌムギ等は適宜，抜いたり刈った
り，または草丈の中間程度を折り曲げたり，
といった管理を施し，その他の比較的中形・
小形のオオスズメノカタビラやアシボソ，コ
ブナグサ，ケチヂミザサ等は意識的に残しな
がら，作物等と大きな競合状態になった場合
は地際部で倒し，立ち戻らないように遊び場
で使った竹などで適宜抑えた（図２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 雑草を倒して管理している様子 

 
②「曲げる・倒す」技と農力・遊力との関係：
この「曲げる・倒す」技では，雑草の生育力・
生命力は畑の生物的活力を示すものと位置
づけ，雑草生育自体を敵視しない考え方が基
本となっている（中島 2010）．この技の持つ
意味を農力・遊力との関係から以下に整理し
てみたい。 
□ちょうどいい賑わいを保つ：系を単純化せ
ずに，作物に加えてある程度の雑草を残し，
適度な生物多様性（賑わい）を保つことは持
続性につながると考える．様々な立場・考え
を持った子どもが群れをなして遊びこむ中
で子どもは自分の世界を深めていく。 
□過度にすっきりさせない（きれいにしな
い）：抜いたり刈ったり，さらにその残渣を
系外に持ち出したりすれば一時的に畑の表
面はすっきりするが，その後，地表面の乾燥
や埋土種子の出芽，刈り株からの再生による
急激な変化（ストレス）が生じる．電子機器
にはリセットボタンがあるが，子どもたちが
生きていく現実社会や日常の遊び場では初
期化・再起動は難しいし，またすっきりしな
い，混沌としたところに面白さや魅力がある。 
□ずっと関わる・考える：抜いたり刈ったり
した草は数日後に枯れるが，曲げ・倒した草
は一時休止状態を保つため，その後もずっと
我々は関わり続けることができ，さらにリシ
ーディング（reseeding）も期待できる．忙
しく時間に追われ，時計の時間に支配されが
ちな子どもたちにはできるだけ長く多様な
時間世界と付き合うことのできる場を用意
したい（内山 2015）。気に入らないものをす
ぐに捨てたり消したりせずに，とりあえず横
に置いておくことで，今まで気づかなかった
楽しさを知ることもある．大形の草をすべて
刈り取らずに，先端部を少し曲げて冬まで残
しておくことで，その乾燥した茎を弓の矢と
して遊びに利用することもできる。 
 
(5) 『地域づくりと農作業学－みんなで一
緒に、が合言葉－』：地域・自然重視型の農
業を通じた地域づくりを進めていく場合、
「みんなで一緒につくる」、「お客さんにしな
い」という点は、非常に大切だと考えている。
本科研で地元の幼稚園・小学校や大学生、農
業団体等とともに行ってきた食農教育・生涯
学習活動等のなかでは、「みんなで一緒に」
をモットーにしてきた。①活動で使用する竹
は竹林に一緒に行って切ることから始める、
②事前にどんな野菜を植えたいか、どんなこ
とをして遊びたいかみんなで打合せ・相談す
る時間を用意する、③正課の授業をきっかけ
に出会った縁をもとに、後日、正課外活動と
して希望する学生が参加できる場を準備す
る、④事前学習会で学んだことを次の援農の
作業中に実際に活かす、など参加者の主体性
を促す仕掛けを取り入れた。これらの事例は
「みんなと一緒に」とともに、有機農業の理
念に通じる「有機的で公正な関係」や「循環



型の本来の農業」を重視したものであり、生
物多様性や地産地消の大切さを想起できる
具体的なプログラムを提案した。 
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